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「かぐや」(SELENE）搭載 LISMが明らかにする月の南極域の地形地質

Geology of lunar polar region revealed by LISM on KAGUYA - initial results -
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　月の極は、低温で揮発性物質が集積していると考えられ科学的にも重要な地域である。また、温度的に安定であり、
将来の活動拠点の候補である。「かぐや」（SELENE）には、10ｍの水平分解能で立体視する地形カメラ（TC）、可視域 5
バンド 20m、近赤外域 4バンド 60mの水平分解能によるマルチバンドイメージャ（MI）、可視から近赤外域で連続分光
するスペクトルプロファイラ（SP）が搭載されている。これら 3機器は、機器を一部共有するなどしており、総称して
月面撮像/分光機器（LISM）と総称される。月の極の地形地質の把握は LISM の重要な探査課題である。
　 LISMは、2007年 11月 3日に初期チェックアウトを開始し、12月 21日に定常観測に入った。最初のサイクルは TC

の高緯度定常観測を、続くサイクルはMI の高緯度観測を行っている。この間に、極域のデータは、一部取り残しはある
ものの集積された。本講演では、LISM によって得られた極域の地形地質の解析結果について紹介を行う予定である。


